






初めての方へ（初めての方は必ずお読みください。）

　自然体験活動とは、自然の中で自然を活用して行われる各種の活動です。
例えば野外炊飯、ハイキング、スキー、川遊びといった野外活動、動植物や星の観察などの自然・環境学習活動、自然物を使った工作や自然の中での音楽会などの文化・芸術
活動などを含んだ総合的な活動と言えます。様々な自然体験活動を手段とする教育領域が「自然体験教育」であり自然の中で、一定の教育目標を持って行われる自然体験活動
と考えて、私たちは活動しています。

【自然体験教育キャンプとは？】

　自然体験教育キャンプは、組織的・計画的で、集合解散からバスの移動、キャンプ・合宿生活、各種プログラムにいたるまで一定の教育的なねらいを持って行っていま
す。しかし、子どもたちにとって「楽しいこと」「おもしろいこと」が第一です。そうでないと、子どもたちの知力・体力・感性・心などをバランスよく育てたいという
私たちの教育的な意図・ねらいを受け入れてくれる体勢が整わないということになってしまうからです。簡単にいうと子どもたちが私たちを受け入れてくれなくなってし
まうからです。基本はおもしろく、楽しく、そして「野外活動＝不便な生活」から子どもから大人までの人間どうしが学び合えるキャンプ・合宿というのが当校のキャン
プ・合宿で、旅行や観光、レジャーと考えて参加すると「思いが違った」となります。

自然体験教育キャンプと旅行レジャーの違い

　以上を踏まえ一言で表現するとすれば…アルクスキャンプ・合宿は大変で楽しいキャンプです。大変は、別紙にあります「キャンプ・合宿の五ヶ条ルール」「生活の基本
心得」を守り、仲間たちと協働生活をすることです。「キャンプ・合宿の五ヶ条ルール」の中のたくさんのルール。「生活の基本心得」の中にある目標。キャンプ・合宿に
参加するには、この２つを守れる人しか参加できません。読んで、理解できても、実際に実行するのは大変です。たくさんのガマンや辛抱が必要な時もあります。時には、
涙することもあります。そんな中でも楽しいキャンプ・合宿にするには…たくさんのことを自分で考え、感じ、行動することを基本にもつことが大切です。
　もったとしても失敗することもあります。でもその失敗の経験や体験を次に生かし、応用し、改善し、また行動することが成長の大切な糧だと思います。また、“うまく
できた時は仲間たちに伝え、喜びをわかち合うこと”“さみしいときや気持ちが沈んでいる時には仲間同志で支えあうこと”こそが、感受性の豊かさやコミュニケーション
力を養えるチャンスだと思います。
　その中で、自分自身の居場所や生きる源を構築していくことをサポートしていき「大変で楽しいキャンプ・合宿」を子どもたちと共につくり、一生心に残るキャンプ・
合宿にしたいと思っています。
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生きる力を学ぶ！

　計画、段取りし（考える）→体験、経験し（行動する）→確認、考察し
（その結果を振り返る）→その確認、考察をもとに次回、次項、これから
の人生に生かすという人間にとって大切で基本的な自己学習メカニズムが
身につく環境を意図的に創り出すこととしています。
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野外炊飯・火おこし

　自然体験活動には、環境の変化が必ずつきものです。雨の日、強風の日など天気は良い日ばかりではありませんし、山の天気は変わりやすく、川は増水しているとき
もあります。台風だってくるかもしれません。その他様々な環境の変化があります。しかし、悪天候時だからこそ体験できる、経験できることも数多くあります。天気
が悪いことで「予定していたことができなくなった。」がっかりする気持ちも分かります。しかし、がっかりするだけでなく、そこから「違う何か」をつくりだせるよう
に私たちは子どもたちに促します。
「天候が悪い⇒予定していた事ができなかった⇒キャンプ・合宿が楽しくなかった」だけでは終わらないよう
「天候が悪い⇒予定していた事が変更になった⇒キャンプ・合宿で様々なことが身についた」に転換できるよう
私たち自身が努め、子どもたちに満足してもらえるよう促していきます。例えば逆に、雨であれば「濡れるから」や「寒くなって風邪をひくかもしれないから」などと
考えてばかりいると「雨の中だから分かること」「雨の中だからできること」などがいつまでもできない、理解できないというようになってしまいます。また「危険」
「大変」等々を肌で感じ、実感することによって、今後の危険予知能力等に生かされていくということも考えられます。
　以上から天候が悪くても安全確保を基本とした上で変更なしと判断する場合もあります。そこには様々な教育的視点があることを是非ご理解いただきたいと思います。

自然体験活動と天候

　台風・大雨などの予報がでている場合、施設での活動を中心に行いますので、基本的には中止になることはありません。主催者の責任のもと、開催いたします。開催
現地に被害がある場合、もしくは交通網が不通になっている場合のみ中止という判断をし、あらかじめお聞きしています緊急連絡先へ、前日の１７時までに「開催中止」
の連絡をメールで行います。しかし、安全に対して責任がもてる場合は主催者の責任のもと、開催いたします。
　※中止となった場合は「募集要項・参加契約書」の「開催中止について」を参照ください。不安や心配をされ、保護者様の判断のもとで、「辞退」「キャンセル」をされ

た場合は、自己都合でのキャンセルとなりますので、参加費および一切の費用の返金は「募集要項・参加契約書」の「キャンセルについて」項目に従っていただきます。
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まるかじり夏キャンプ　おきて

３．「あいさつ」の心が基本だ
　　あいさつは、人にとってすごい大切なことなんだ。「自分

はここにいるよ」と他の人に知らせるんだよ。そしてあい
さつで、その人のことがたくさん分かったり自分や他の人
を幸せな気持ちにさせる不思議で、スゴイ魔法の言葉。

　　君も魔法の呪文を使いこなそうよ！

保護者の方へ
キャンプ・合宿前に時間を設けて、お子さんと「キャンプ・合宿の五ヶ条ルール」と「生活の基本
心得」について一つ一つ具体的に確認し、意識を高めてください。以下はキャンプ・合宿中だけで
なく普段の生活でも同じく、人として守るべき大切な事項です。項目が多いように感じられるかも
しれませんが、子どもたちにとってわかりやすいことを重視し、基本中の基本と思われる事項を具
体的に表記しました。お子さんの理解や意識の程度、学年によって伝え方をアレンジしていただい
てかまいません。充実した楽しいキャンプ・合宿になるよう、また帰ってからも継続していけるよ
う、まずは動機付けをして参加していただければと思います。尚、「キャンプ・合宿の五ヶ条ルー
ル」と「生活の基本心得」はキャンプ期間中、子どもたちの目の届く所に常に掲示しておく予定で
す。心身の安全管理上または、あまりにも周りの迷惑になる。キャンプ運営上支障をきたすと判断
した場合は、お迎えにきてもらって帰宅していただくことがありますので、ご了承ください。 
　その際の参加費、交通費等の料金返金はお受けできません。お迎え等にかかる費用は自己負担願
いますので、予めご了承ください。

三ヶ条 オトナの話を聞こう、守ろう
自然の中や野外で遊ぶのは気持ちがいいしすごく楽しい。だけど、危険もたくさんひそんでいるよ。オトナのスタッフやカウンセラーのお兄さん、お姉さんのいうことはしっ
かりきこう！守ろう！

四ヶ条 自分と他人の安全を考えて、守ろう
楽しいキャンプ・合宿の前に安全であることが大切だよ。自分のことも、仲間のことも考えて、自分たちでケガや病気にならないように気をつけよう。オトナの話を聞いたり、
守ったりすることはもちろんだけど、自分の安全は自分で守るという気持ちが必要だよ。危ないことをしない、危険なところに行かない、一人で行動しない、自然をなめては
いけないなど心を持とう。

五ヶ条 一生懸命働くべし
遊びだけではないよ。食事の準備、後片付け、寝床作り、そうじ、着替えや整理整頓、次の日や、次の活動・行動の準備…生活するための仕事はたっぷりあるよ。いつも家の
ひとにまかせてないかな？今度はみんなと協力しながら、自分たちの力でやってみよう。

二ヶ条 人のいやがることはゼッタイしない
大きく３つあって、その中にそれぞれ２種類あるよ。知ってるかな？どれも人を傷つけるのでしてはいけないよ。

１．暴力について
　　(Ⅰ)暴力
　　　たたく、殴る、蹴る、つねる、おす、ひっぱる、足を引掛けるなど乱暴なことは絶対にしないこと。その他にも自分や他の人がされて「痛い」「嫌だ」と思うことはしないで、言い

たいことは口を使って伝えよう。人が喜ぶことをいっぱいしてあげると自分にも返ってくるよ。　
　　(Ⅱ)言葉の暴力
　　　言葉の暴力って知っていますか？バカ、アホ、マヌケ、キモイ、死ね、消えろ、チビ、デブ、ブス、などは絶対に言ってはいけない。体のことや見た目のことをからかうことも、と

っても人を傷つけるのでやめよう。その他にも言われると嫌な気持ちになる言葉は使わないようにしよう。ほめたり、励ましたり、人がうれしくなる言葉を使っていこう。
２．仲間はずれについて　
　　(Ⅰ)分かりやすい仲間はずれ
　　　わざと仲間はずれにしたり、仲の良さを必要以上に表現し他の人を寄せつけないことや敵対することはゼッタイだめです。あと、仲の良い人と最初に相談してチームや輪をつくるこ

ともダメだね。
　　(Ⅱ)分かりにくい仲間はずれ
　　　仲のいい友達や兄弟といつも一緒にいることで、誰か輪や会話に入れなくてさみしい思いをしていないかな？仲間はずれをしているつもりがなくても、知らないうちに仲間はずれに

していることがあるよ。コソコソ話やその人たちだけしか分からないような会話もできるだけやめよう！一人ぼっちの子やさみしそうな子がいたら声をかけて仲間にいれてあげよう。
３．イジメについて
　　(Ⅰ)分かりやすいイジメ
　　　暴力や言葉の暴力、仲間はずれにしたりしていじめること、みんなで一人の人を攻撃するなど、その他にもイジメはゼッタイだめだよ！
　　(Ⅱ)分かりにくいイジメ
　　　無視する、必要以上にその人の反対をする。できないことや分からないことを必要以上に注意したりや急かしたりすることはイジメと考えるときがあるよ。特に低学年の人などはで

きないことや分からないこと、どうしても早くできないことがあるのでよく考えてあげてね。
・そのほかについて
　　①人の嫌がることって何だろう？　自分がされて嫌なことは人にしないようにね。
　　②自分の嫌なことと人の嫌なことが違う場合があるので違いを受け入れる努力もしてみよう。

キャンプ・合宿の五ヶ条ルール

生活の基本心得

１．「自分のことは自分で」の心が基本だ
　　自分のことは自分ですることが大切だよ。ガ

ンバってもできないこと、わからないこと、
知らないことがあれば自分より年上の人かオ
トナの人に相談してね。心からのガンバル気
持ちがあればきっと助けてくれるよ。

２．「チャレンジ」の心が基本だ
　　チャレンジは挑戦という意味だよ。もっとわ

かりやすくいうと、「今まで～だけど～して
みる」のようなもの。

　　自分にあとちょっとの勇気やがんばる気持ち
があったらな…とそんな人は是非この言葉を
心で唱えてみようよ。

４．「モノを大切にする」心が基本だ
　　モノにもいろいろあるよね。自分のモノ、他の

人のモノ。壊したり、汚したり、失くしたりす
ることはとても「モッタイナイ」ことでダメな
んだよ。合言葉は「モッタイナイ！」

５．「約束を守る」心が基本だ
　　約束を守らない人は信じてもらえないよ。信じ

てもらえないといっしょにいたく無くなっちゃ
うから絶対約束を守ろうね。

　　他の人といっしょに遊んだり、活動したり、話
したり、生活するにはまず信頼してもらえるよ
うにがんばることが必要だよ。

「キャンプ・合宿の五ヶ条ルール」及び「生活の基本心得」そして、話し合い
関わる子どもたちが全員参加しての話し合いはとても重要です。 

　キャンプ・合宿での暮らしのルールや、生活の基本心得などを全員参加で話し合いを期間中に行います。
期間中、困ったことや悲しいこと、つらいこと、伝えたいことなどをこの場で話し合い、みんなで考え、問題解決を図っていきます。

　団結式ではグループごとで手と手をあわせ気持ちを一つにし、団結を図ります。 

このような生活＝キャンプ・合宿を行うためには、参加する前にこのような「場」に参加するかどうか、ルールを守れるかどうか、自分や他者、自然を思いやれるかどうか
などが大切です。下記の「キャンプ・合宿の五ヶ条ルール」を守れますか？「生活の基本心得」をがんばれますか？

お父さん、お母さんにしっかりと意味を教えてもらって、具体的に、どのようなことに注意、守らなければならないのか、キャンプ・合宿までに家の人といっしょに考えて
おいてね。キャンプ・合宿の前に「事務連絡通知（最終）」というお手紙に詳しく書いておきますので、絶対に守ってくださいね。

この「キャンプ・合宿の五ヶ条ルール」及び「生活の基本心得」をまもることが参加の条件です。

もし守れないと･･･

イエローカード

注意を受けたり、話し合いで解決を図ったりするよ。
せっかく楽しみだったキャンプが…
イエローカードはできるだけもらわないようにしよう！

レッドカード

ガーン！活動中止（楽しみにしていた活動や行事に参加でき
ない！）活動中止の間に、話し合いで問題を解決していくよ。
レッドカードは絶対にもらわないようにしよう！

それでも守れないと･･･
帰ってもらうこともあるので注意くださいね。

一ヶ条 自然環境を大切にしよう
１．動物（虫）や植物について
　　いろんな生き物がいることは大切なこと。人間も動物（虫）や植物も同じ、かけがえのないもの。むやみに傷つけないこと。
２．水などについて
　　地球の水を汚さないように洗剤やシャンプー・石鹸を使いすぎないようにしよう。流しっぱなっしもダメだよ。
３．エネルギー・資源について
　　省エネってわかるかな？電気、水、ガスなどを出しっ放しにしないことが必要だよ。
　　キャンプでは薪やマッチなどその他にも資源もムダ使いしないようにがんばってみよう。
４．ゴミについて
　　ゴミを減らす工夫をしたり、ゴミを拾ってキレイにしたり、分別をしたり、もう一度使ったりする努力をしてみよう。
５．食物について
　　食事は食べられるだけとりわけよう。とった分は残さない、好き嫌いしない。モッタイナイの心をみんなで持ってみよう。

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
？

ルールを守らないと

レ
ッ
ド
ー
カ
ー
ド
？


